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◇特集/技術解説・□□□□■◇

（1）工法の概要

　下水道施設での下水や汚泥から発生する硫化

水素ガスが，硫黄酸化細菌の作用によって硫酸

に変化してコンクリートの腐食を起こします。

近年，このようなコンクリート腐食は増加傾向

にあり，適切な防食工法・腐食抑制工法の開発

が望まれていました。

　抗菌コンクリート工法では，コンクリート製

造段階で㈱シナネンゼオミック製抗菌剤「ゼオ

マイティ」を適量添加するだけで腐食の原因と

なる硫黄酸化細菌類の繁殖を抑制でき，下水道

施設内における硫酸の生成を未然に防ぐことに

よって，コンクリートの腐食を予防することが

できます。

（2）工法の特長

①抗菌効果

　コンクリート腐食の原因となる硫黄酸化細菌

類や好気性細菌の繁殖を抑制し，コンクリート

を劣化させる硫酸や有機酸の生成を防ぐことが

できます。

②安全性・環境への影響

　人体に対する安全性の

高い抗菌剤を使用してお

り，下水処理に用いられ

る有用微生物（活性汚泥

菌）に対して悪影響を与

えません。

③取扱い・経済性

　抗菌剤はセメントと類似した物性であること

からJIS工場にて練混ぜ60秒で分散させること

ができ，あらゆるコンクリート二次製品やレ

ディーミクストコンクリートへ抗菌コンクリー

ト工法を適用することができます（全国78社

の抗菌コンクリート研究会加盟会社にて抗菌コ

ンクリート二次製品の製造が可能です）。また，

特殊な設備を必要としないため，通常コンク

リート製品と比較して抗菌剤分の価格アップの

みで済みます。

④技術の位置付け

　抗菌剤「ゼオマイティ」は公的な技術審査証

明を取得しており，「ゼオマイティ」添加コン

クリート（抗菌コンクリート）は，㈳日本下

水道協会編『下水道管路施設腐食対策の手引き

（案）』の腐食環境条件Ⅲ種に適合します。

■曝露試験実施状況（下水処理場での曝露試験

実施例－3年2ヶ月経過品）
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